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QuantiFERON は結核感染の有無を確認する際に用いる有用な検査方法ですが、QuantiFERON
が陽性であっても必ずしも結核性ぶどう膜炎とは限りません。本研究では、大規模なぶどう膜炎患者コホ
ートにおいて、結核性ぶどう膜炎の診断と抗結核治療（ATT）反応予測の両方における
QuantiFERON 検査の有用性を評価した論文です。単一施設の後ろ向き研究であり、ATT に反応し
たぶどう膜炎患者と反応しなかったぶどう膜炎患者の間で調整 OR（aOR）、QuantiFERON 試験の
感度（SE）、特異度（Sp）、陽性および陰性適中率を算出しています。 
QuantiFERON検査で陽性と判定された 35％が結核性ぶどう膜炎と診断され、全員が 6 ヵ月間 ATT
を受け、71％が ATT に反応していました。QuantiFERON検査値が 2 IU/mL を超えると、ATT に反
応する可能性が高く、結核ぶどう膜炎の診断において Sp と SE を最大にする最適な閾値は 4 IU/mL
でした。 
本研究により、QuantiFERON陽性の 35％程度が結核性ぶどう膜炎であり、QuantiFERON が陽性
であっても結核性ぶどう膜炎でない確率が 65％もあることが分かりました。また QuantiFERON を用いる
結核性ぶどう膜炎の診断では、通常の基準値 0.35IU/ml を大きく上回る 4IU/ml が有用であったこと
が提言されています。 
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